




昭和 29 年 4 月 東京都品川区に生まれる
［最終学歴・職歴］
昭和 50 年 3 月 育英工業高等専門学校電気工学科卒業
昭和 54 年 3 月 弘前大学理学部物理学科卒業
昭和 56 年 3 月 広島大学大学院理学研究科博士課程前期物理学専攻修了
昭和 58 年 3 月 広島大学大学院理学研究科博士課程後期物理学専攻中途退学
昭和 58 年 4 月 鐘淵化学工業株式会社中央研究所（研究、開発）
昭和 60 年 10 月 シカゴ大学ジェームズフランク研究所（研究）
昭和 62 年 10 月 生産開発科学研究所（研究）
平成 6 年 4 月 株式会社イオン工学研究所（研究）
平成 7 年 8 月 広島大学原爆放射能医学研究所附属国際放射線情報センター　助教授
平成 15 年 4 月 京都大学原子炉実験所　助教授（併任）
平成 16 年 2 月 札幌医科大学医学部物理学教授
平成 20 年 4 月 札幌医科大学医療人育成センター教養教育研究部門　物理学教授
平成 29 年 4 月 札幌医科大学医療人育成センター教養教育研究部門長
令和 2 年 3 月 札幌医科大学医療人育成センター　定年退職
［資格・免許］
昭和 58 年 11 月 第一種放射線取扱主任者












昭和 63 年 鐘淵化学工業技術振興特別賞
平成 6 年 未踏科学技術協会第 1 回高木賞
平成 22 年 アパグループ真の近現代史観懸賞論文第 3 回優秀賞
平成 23 年 アパグループ真の近現代史観懸賞論文第 4 回最優秀藤誠志賞

































































































































































平成時代 PET 陽電子・電子消滅 
リスクとクスリ 世界の核ハザード研究から医学物理の教育へ 29 
講義内容 
はじめに 
































































ノーベル賞  南部洋一郎、小林誠、増川英俊 
 
陽電子消滅2光子放出画像診断PET 平成時代 医学応用 
反粒子を上手く利用したがん診断 
がん治療 電子直線加速器リニアック 狙い撃ち 













平成時代  PET 陽電子・電子消滅 
２光子放射断層撮影 


















































































































2 半導体超格子 シカゴ大学 1986
3  YBC高温超伝導結晶 電子トンネル
京大化学研 1988
4  有機無機人工超格子 イオン工研 1994








































物理教育 高田純 着任 平成16年2月 札幌医科大学医学部物理学教授








































１ 災害時の放射線防護学 博⼠養成1⼈ ⽇本原⼦⼒研究開発機構



























































































































































の日本政府は INES レベル 7 チェルノブイリ黒鉛炉事
故と同一と判断しましたが、私は福島軽水炉事故はレ



































































































































物理学11(2) 化学７ 医学生理学5 ( 外国籍)
図 37
　日本は列島の中に誕生した独自の文明国で、海洋国































































































7    医学・医療は、北海道と国の人口と健康を支える基盤なり。
結語 リスクとクスリ
世界の核ハザード研究から医学物理の教育へ





1. 「世界の放射線被曝地調査」, ブルーバックス , 講談社 , 1-280 
, 2002
2. 「東京に核兵器テロ！」講談社、1-263, 2004






6. 「核爆発災害－そのとき何が起こるのか」, 中央公論新社 , 
1-274, 2007.
7. 「医療人のための放射線防護学」, 医療科学社 , 1-144, 2008.
8. 「Chinese Nuclear Tests」(「中国の核実験」英語／ウィグル
語翻訳版 ) , 医療科学社 , 1-158, 2008.
9. 「核と刀　核の昭和史と平成の闘い」, 明成社 , 1-300, 2010.
10. 福島　嘘と真実―東日本放射線衛生調査からの報告」, 医療
科学社 , 1-90, 2011.
11. 「人は放射線なしに生きられない―生命と放射線を結ぶ 3 つ
の法則」, 医療科学社 , 1-107, 2013.
12. 「決定版　福島の放射線衛生調査－低線量率だった福島の真実
と 20Km 圏内の復興」, 医療科学社 , 1-202, 2015
13. 増補版「世界の放射線被曝地調査―日本人が知らされなかっ
た真実」，」, 医療科学社 , 1-244, 2016
14. 「誇りある日本文明　中韓が絶対に超えられない、先進と継続
の理由」, 青林堂 , 1-220, 2017
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